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月
　
日
に
は
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

０

７

　
月
　
日
～
　
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
　

０

１

７

問
建
築
指
導
課
　
辺辺
７
０
９
・
０
５
９
４

曳 映叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
59

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
59

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
59

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
59

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
59

　
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
ア
キ
ア

カ
ネ
が
飛
び
、
す
っ
か
り
秋
に
な

り
ま
し
た
。
赤
い
実
を
つ
け
た
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
の
紅
葉
が
始
ま
り
、
真

光
寺
川
の
あ
た
り
も
、
秋
色
が
濃

く
な
り
ま
し
た
。
エ
ナ
ガ
の
群
れ

に
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
が
混
じ
り
、

「
混
群
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
モ

ズ
の
高
鳴
き
が
聞
こ
え
、
川
沿
い

遊
歩
道
は
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
甘
い

香
り
が
あ
た
り
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
誘
致
の
た
め
の

我
が
家
の
ヒ
マ
ワ
リ
も
や
っ
と
実

が
熟
し
ま
し
た
が
、
肝
心
の
カ
ワ

ラ
ヒ
ワ
は
二
、
三
度
来
た
だ
け

で
、
あ
ま
り
成
果
が
上
が
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
丹
沢
山
塊
の
蛭
ヶ
岳
の
後
ろ

に
、
白
く
雪
化
粧
し
た
富
士
山
が

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初

冠
雪
は
先
月
末
で
し
た
。「
も

や
」
が
少
な
く
な
り
、
甲
州
路
の

三
つ
峠
山
や
神
子
山
が
は
っ
き
り

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
小
中
学
校
全
校
の
耐
震

化
工
事
が
去
年
　
月
に
終
わ
っ
た

１１

の
に
引
き
続
い
て
、
小
中
学
校
の

普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

を
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
終
了
し
、
小
学
校
に

つ
い
て
は
２
０
１
２
年
度
と
２
０

１
３
年
度
で
の
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
設
計
作

業
を
始
め
て
い
る
学
校
の
ト
イ
レ

の
改
修
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

先
日
、
鶴
川
第
二
小
学
校
の
改
修

後
の
ト
イ
レ
を
見
て
き
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
給
排
水
管
や
壁
、

床
な
ど
ト
イ
レ
の
全
面
的
な
改
修

工
事
で
す
。
学
校
長
の
後
藤
先
生

の
お
話
で
は
、
児
童
か
ら
も
保
護

者
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
年
度
は
鶴
間

・
金
井
・
町
田
第
五
の
各
小
学
校

と
、
真
光
寺
中
学
校
で
も
改
修
工

事
を
し
て
い
ま
す
。　
　

　
ト
イ
レ
の
和
式
か
ら
洋
式
へ
の

変
更
な
ど
、
生
活
面
で
の
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
へ
の
配
慮
が
不

足
し
て
い
た
面
を
改
善
す
る
た
め

に
、
財
政
的
に
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 
町
田
市
戦
没
者
追
悼
式

　
市
で
は
、
明
治
以
降
の
各
戦
役

の
戦
没
者
、
戦
争
犠
牲
者
の
め
い

福
を
祈
る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
の
式
典
と
し

て
、
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま

す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い

（
平
服
可
）。

日
　
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
　
 

１０

２１

１０

３０

分
～
　
時
　
分

１１

３０

場
町
田
市
民
ホ
ー
ル

問
福
祉
総
務
課
辺辺
７
２
４
・
２
５

３
７
返
７
２
４
・
１
１
８
７

薬
物
乱
用
防
止
と
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　
心
身
と
も
に
健
康
的
で
安
全
か

つ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

日
　
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
か

１０

２２

ら
（
小
雨
実
施
）

場
小
田
急
線
町
田
駅
東
口
前
広
場

内
パ
レ
ー
ド
（
東
口
前
広
場
～
民

間
交
番
～
サ
ウ
ス
フ
ロ
ン
ト
タ
ワ

ー
）
と
啓
発
物
品
の
配
布

問
保
健
企
画
課
辺辺
７
２
２
・
７
６

３
７
、
防
災
安
全
課
辺辺
７
２
４
・

２
１
０
７

せ
せ
ら
ぎ
の
里
～
自
然
休
暇
村

年
末
年
始
利
用
案
内

　
本
館
の
み
、
２
泊
３
日
単
位
で

の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

利
用
日
①
　
月
　
日
か
ら
２
泊
３

１２

２９

日
、
②
　
月
　
日
か
ら
２
泊
３

１２

３１

日
、
③
２
０
１
２
年
１
月
２
日
か

ら
２
泊
３
日

申
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（
１
組
１
通
、
重
複
申
込

は
無
効
）
に
「
自
然
休
暇
村
年
末

年
始
利
用
申
込
」
と
書
き
、
利
用

日
の
希
望
番
号
（
第
２
希
望
ま
で

可
）・
代
表
者
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
利
用
す
る
部
屋
数
（
１

部
屋
は
乳
児
も
含
め
６
人
ま
で
）

・
利
用
人
数
（
大
人
、
小
学
生
、

寝
具
有
り
の
幼
児
・
寝
具
無
し
の

幼
児
の
別
）
を
明
記
し
、　
月
　

１０

３１

日
ま
で
（
必
着
）
に
自
然
休
暇
村

（
〒
　
―
１
４
０
３
、
長
野
県
南

３８４
佐
久
郡
川
上
村
大
字
秋
山
　
―
５３

　
、
返
０
２
６
７
・
　
・
２
２
４

１５

９９

０
遍info@machidakyukamura.j

                       p  、

辺辺
０
２
６
７
・
　
・
２
９
１
２
）

９９

へ
（
抽
選
結
果
は
　
月
中
旬
ま
で

１１

に
通
知
）。

相
原
み
ち
ま
ち
推
進
会
議

視

察

会

　「
相
原
み
ち
ま
ち
推
進
会
議
」

で
は
、
相
原
駅
周
辺
の
魅
力
あ
る

街
づ
く
り
に
向
け
て
、
行
政
・
住

民
・
大
学
の
協
働
型
の
街
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
検
討
の
参
考
と
す
る
た

め
、「
柏
の
葉
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
」（
千
葉
県
柏
市
）

へ
の
視
察
を
行
い
ま
す
。

対
相
原
地
区
に
在
住
の
方

日
　
月
３
日
（
祝
）
午
前
９
時
～

１１
午
後
６
時
（
予
定
）、
集
合
は
堺

市
民
セ
ン
タ
ー

場
柏
の
葉
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
　
他

講
法
政
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教

授
・
高
見
公
雄
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
申
　
月
　
日
正
午
～
　
日
に
電
話

１０

１１

２５

で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺辺
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
辺辺
７
０
９

・
０
６
４
２

町
田
市
就
労
・
住
宅
相
談
事
業
～

離
職
し
た
方
の

家
賃
を
支
給
し
ま
す

　
主
な
要
件
は
右
下
表
の
と
お
り

で
す
。
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

が
支
給
の
対
象
で
す
。

内
単
身
世
帯
は
月
額
５
万
３
７
０

０
円
、
複
数
世
帯
は
月
額
６
万
９

８
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
上
限
と
し

て
家
賃
を
支
給

※
支
給
期
間
は
６
か
月
間
を
限
度

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
規
定
の
就

職
活
動
を
誠
実
に
継
続
し
、
支
給

要
件
に
該
当
し
て
い
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
、
さ
ら
に
３
か
月
を

限
度
に
延
長
で
き
ま
す
。

※
家
賃
の
支
給
を
受
け
る
方
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
す
る
、

総
合
支
援
資
金
等
の
貸
付
の
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
生
活
援
護
課
就
労
・
住
宅
相
談

担
当
（
市
役
所
森
野
分
庁
舎
１

階
）
辺辺
７
２
９
・
７
６
７
０

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

審
判
員
資
格
認
定
講
習
会

対
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
教
室
修

了
者

日
　
月
　
日
（
水
）、　
日
（
木
）、

１０

１９

２０

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
予
備
日

は
　
月
　
日
）

１０

２１

場
芹
ヶ
谷
公
園
多
目
的
広
場

費
１
０
０
０
円

申
所
定
の
用
紙
（
町
田
市
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
に
有
り
）
に
、
費
用

と
顔
写
真
２
枚
（
縦
３
㎝
×
横
３

㎝
）
を
添
え
て
、　
月
　
日
、　

１０

１７

１８

日
の
午
前
　
時
～
午
後
３
時
の
間

１０

に
、
直
接
同
協
会
（
辺辺
７
２
２
・

２
２
５
３
、
せ
り
が
や
会
館
内
）

へ
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
４
１
返
７
２
４
・
１
１
９
０

ひ
か
り
療
育
園
福
祉
講
座
（
福
祉

サ
ポ
ー
ト
ま
ち
だ
）

事
例
か
ら
成
年
後

見
制
度
を
学
ぶ

対
支
援
者
、
家
族
の
方
、
市
内
在

住
の
方

日
　
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１１

１３

４
時

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

内
第
三
者
後
見
人
に
よ
る
具
体
的

な
実
践
例
の
話

講
弁
護
士
・
宮
島
美
彩
氏
、
社
会

福
祉
士
・
山
田
好
義
氏
、
市
民
後

見
人
・
野
間
紀
美
子
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

５０
申
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

　
月
　
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ

１１

１１

Ａ
Ｘ
で
ひ
か
り
療
育
園
（
辺辺
７
９

４
・
０
７
３
０
返
７
９
４
・
０
７

７
２
）
へ
。

東
京
都
公
民
館
研
究
大
会

対
本
研
究
大
会
に
関
心
の
あ
る
方

日
　
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

１２

１１

１０

午
後
４
時

場
東
京
都
立
多
摩
社
会
教
育
会
館

内
今
、
求
め
ら
れ
る
公
民
館
の
役

割
に
つ
い
て
（
地
域
を
元
気
に
す

る
た
め
の
公
民
館
の
役
割
、
知
的

障
が
い
者
の
青
年
学
級
に
つ
い

て
、
震
災
後
の
社
会
と
公
民
館
の

課
題
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、

公
民
館
は
じ
め
の
一
歩
）

費
１
０
０
０
円
（
資
料
代
等
）

申
　
月
　
日
ま
で
に
直
接
ま
ち
だ

１０

２９

中
央
公
民
館
（
辺辺
７
２
８
・
０
０

７
１
）
へ
。

※
詳
細
は
大
会
要
項
を
ご
覧
下
さ

い
（
同
館
に
有
り
）。

  読
書
の
秋
応
援
企
画

図
書
館
入
門
講
座

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
高

校
生
以
上
の
方

日
　
月
　
日
（
月
）
午
前
　
時
～

１０

２４

１０

ご
参
加
を

ご
参
加
を

ご
参
加
を

正
午

場
中
央
図
書
館

内
資
料
の
分
類
や
検
索
パ
ソ
コ
ン

の
使
い
方
の
説
明
、
館
内
見
学
等

講
図
書
館
職
員

定
９
人
（
申
し
込
み
順
） 

申
　
月
　
日
午
前
　
時
か
ら
直
接

１０

１４

１０

ま
た
は
電
話
で
同
館
４
階
メ
イ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２
８
・
８
２

２
０
）
へ
（
１
回
で
２
人
ま
で
申

し
込
み
可
）。

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
～
自
主
学
級

研
修
企
画

講

演

会

【
公
民
館
で
の
学
び
が
あ
な
た
の

心
を
豊
か
に
す
る
】

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

日
　
月
５
日
（
土
）
午
前
　
時
～

１１

１０

正
午

場
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

講
元
福
生
市
公
民
館
長
・
伊
東
静

一
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

５０
申
　
月
　
日
午
前
９
時
か
ら
直
接

１０

１１

ま
た
は
電
話
で
同
館
（
辺辺
７
２
８

・
０
０
７
１
）
へ
。

公共下水道への接続をお願いします　公共下水道への接続をお願いします　公共下水道への接続をお願いします　！！

野津田町の一部利用可能になる地域
１０月２１日（金）供用開始日
１０月１２日（水）～２０日（木）
業務課（成瀬クリーンセンター内）図面縦覧期間・場所

くみ取り…３年以内　浄化槽…遅滞なく（１年以内）切替工事の期間
※対象となる方には、郵送で、切替工事の指定工事店名簿等を配布します。
※切替工事は必ず指定工事店でお願いします。また、費用の一部をお貸しする
制度がありますのでご利用下さい。

問業務課辺辺７２０・１８２１返７２０・５１６３ ・２００７年１０月１日以後に離職したこと
・離職前に自らの労働により賃金を得て、主として世帯の生
計を維持していた者等であること

・就労能力及び常用就職の意欲があり、公共職業安定所に求
職の申し込みを行うこと、または現に行っていること

・住宅を喪失していること、または喪失するおそれがあるこ
と

・申請日の属する月における、申請者及び申請者と生計を一
つにしている同居親族の収入額の合計が、①単身世帯は８
万４０００円と家賃額（上限は５万３７００円）を合算した金額未
満、②２人世帯は１７万２０００円以下、③３人以上の世帯は１７
万２０００円と家賃額（上限は６万９８００円）を合算した金額未
満であること

・申請者及び申請者と生計を一つにしている同居親族の預貯
金額の合計が、①単身世帯は５０万円以下、②複数世帯は１００
万円以下であること

・国及び地方自治体等が実施する、住居等困窮離職者に実施
する貸付や給付を、申請者及び申請者と生計を一つにして
いる同居親族が受けていないこと

・支給申請者及び支給申請者と生計を一つにする同居の親族
が暴力団員でないこと

家賃支給の対象になるための主な要件

　詳細はお問い合わせ下さい。
問同大学事務局辺辺７４７・９０３８娩http://sagamachi.jp、町田
市生涯学習課辺辺７２９・１１９５

　①細胞からわかる、あなたの子宮頸がん 
対高校生以上の方　日１０月２９日（土）午後２時～３時３０分

　②「ハイブリット・ソーラーカー」にかける夢 
対小・中学生　日１１月１２日（土）午前１０時～正午

さがまちコンソーシアム大学の講座

改修後の鶴川第二小学校のトイレ
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